
発
行
：
川
根
本
町

　
編
集
：
デ
ジ
タ
ル
推
進
課 

デ
ジ
タ
ル
推
進
室

　

住
所
：
〒
４
２
８

－

０
３
１
３  

静
岡
県
榛
原
郡
川
根
本
町
上
長
尾
６
２
７

　
　
　
☎
０
５
４
７（
5 6
）
２
２
３
２

　
広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
は
、
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

広
報
か
わ
ね
ほ
ん
ち
ょ
う
で
は
、
お
た
よ
り
な
ど
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

町
に
関
す
る
こ
と
、
広
報
に
関
す
る
こ
と
、
何
で
も
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
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デ
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タ
ル
推
進
室
ま
で
ど
う
ぞ

　
10
月
８
日
（
日
）、
安
倍
川
・
大
井
川
に

伝
承
さ
れ
る
「
駿
河
神
楽
」
の
一
つ
で
、

県
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
の
「
徳
山
神

楽
」
が
徳
山
神
社
で
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
時
代
か
ら
代
々
氏
子
に
よ
っ
て
伝
え

ら
れ
て
き
た
徳
山
神
楽
は
、
五
穀
豊
穣
と

無
病
息
災
を
祈
願
し
て
毎
年
奉
納
さ
れ
て

い
ま
す
。
令
和
２
年
以
降
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
や
規
模

の
縮
小
が
続
き
ま
し
た
が
、
今
年
は
4
年
ぶ

り
に
従
来
通
り
の
開
催
が
実
現
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
、
舞
を
披
露
し
た
の
は
、
小
中
学

生
女
子
12
名
と
成
人
伝
承
者
11
名
で
、
9
月

中
旬
か
ら
の
約
一
ヶ
月
間
、
計
10
回
に
わ
た

り
練
習
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

　
徳
山
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
防
災
セ
ン
タ
ー
で

出
立
式
を
執
り
行
い
、
神
社
ま
で
の
道
行

き
は
雨
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
神

社
に
移
動
後
、
16
時
か
ら
始
ま
っ
た
神
事

の
中
で
奉
納
さ
れ
た
「
神
前
の
舞
（
全
て

の
神
楽
の
基
本
と
な
る
舞
で
、
御
幣
と
鈴

を
持
ち
、
東
西
南
北
、
中
央
の
五
方
を
浄

め
る
）」
を
皮
切
り
に
芸
能
が
始
ま
り
ま
し

た
。

　
芸
能
は
、
小
中
学
生
女
子
に
よ
る
「
四

座
の
舞
」「
天
王
の
舞
」「
五
躰
龍
の
舞
」

「
八
王
子
の
舞
」
の
ほ
か
、
成
人
男
性
が
燃

え
る
松
明
を
両
手
に
持
っ
て
勇
壮
に
舞
う

「
火
の
舞
」
な
ど
、
15
の
演
目
が
披
露
さ

れ
、
多
く
の
報
道
陣
や
見
物
客
が
優
雅
な

舞
に
魅
了
さ
れ
ま
し
た
。

秋
の
夜
長
に
優
雅
な
舞

　
～
つ
な
ぐ
神
楽
の
お
囃
子
～

軽
快
な
舞
で
奏
で
る
神
楽
の
調
べ
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